
　

日

本

生

産

性

本

部

は

７

月

�

日

、

第

�

期

「

人

事

部

長

ク

ラ

ブ

」

の

７

月

例

会

を

都

内

で

開

催

（

オ

ン

ラ

イ

ン

併

用

）

し

た

。

当

日

は

「

投

資

家

が

期

待

す

る

人

的

資

本

経

営

・

開

示

の

ポ

イ

ン

ト

」

を

テ

ー

マ

に

、

松

原

稔

・

り

そ

な

ア

セ

ッ

ト

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

常

務

執

行

役

員

責

任

投

資

部

担

当

が

投

資

家

の

立

場

か

ら

講

演

し

た

。

　

松

原

氏

は

、

「

投

資

の

時

間

軸

が

長

期

に

な

れ

ば

な

る

ほ

ど

、

可

視

的

な

も

の

（

売

上

、

利

益

、

キ

ャ

ッ

シ

ュ

フ

ロ

ー

）

か

ら

、

不

可

視

的

な

も

の

（

ガ

バ

ナ

ン

ス

・

戦

略

、

企

業

文

化

）

に

注

目

が

集

ま

る

の

は

事

実

だ

。

ス

ト

ッ

ク

経

済

化

に

伴

い

、

資

本

市

場

は

相

対

的

に

長

期

資

本

が

増

え

る

傾

向

に

あ

る

。

そ

れ

は

、

資

本

市

場

が

有

形

資

産

か

ら

無

形

資

産

に

も

関

心

を

広

げ

て

い

る

こ

と

、

投

資

家

が

投

資

判

断

に

お

い

て

、

非

財

務

情

報

に

も

注

目

す

る

傾

向

に

あ

る

こ

と

か

ら

も

う

か

が

え

る

」

と

指

摘

し

た

。

　

そ

の

う

え

で

、

非

財

務

の

情

報

開

示

と

い

う

面

で

最

近

、

注

目

さ

れ

て

い

る

統

合

報

告

書

は

、

企

業

価

値

を

包

括

的

に

説

明

す

る

も

の

で

、

過

去

か

ら

現

在

、

将

来

を

つ

な

ぐ

「

ス

ト

ー

リ

ー

」

（

つ

な

が

り

や

関

係

性

）

を

経

営

者

の

視

座

か

ら

示

す

も

の

で

あ

り

、

２

０

２

２

年

に

は

８

８

４

組

織

が

統

合

報

告

書

を

作

っ

て

い

る

こ

と

や

、

統

合

報

告

書

を

作

成

す

る

に

あ

た

っ

て

は

パ

ー

パ

ス

（

企

業

の

存

在

意

義

）

、

バ

リ

ュ

ー

（

行

動

規

範

）

、

ミ

ッ

シ

ョ

ン

（

目

標

）

、

ビ

ジ

ョ

ン

（

目

指

す

姿

）

の

四

つ

の

視

点

が

重

要

で

あ

る

こ

と

、

パ

ー

パ

ス

を

明

確

化

す

る

だ

け

で

な

く

、

そ

れ

が

実

際

の

経

営

に

反

映

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

重

要

で

あ

る

こ

と

な

ど

を

説

明

し

た

。

　

人

的

資

本

経

営

・

開

示

に

つ

い

て

は

、

人

的

資

本

経

営

の

実

現

の

た

め

に

は

、

経

営

戦

略

と

連

動

し

た

人

材

戦

略

を

ど

う

実

践

し

て

い

く

か

と

と

も

に

、

そ

う

い

っ

た

情

報

を

ど

う

可

視

化

し

て

、

投

資

家

に

伝

え

て

い

く

か

と

い

う

取

り

組

み

も

重

要

に

な

る

と

指

摘

し

、

「

投

資

家

に

と

っ

て

は

、

人

的

資

本

投

資

が

企

業

の

ビ

ジ

ネ

ス

戦

略

や

財

務

、

企

業

価

値

に

ど

う

影

響

を

与

え

て

い

る

か

と

い

う

ス

ト

ー

リ

ー

、

因

果

性

が

非

常

に

重

要

だ

。

そ

れ

が

で

き

れ

ば

、

そ

の

企

業

に

対

す

る

資

本

市

場

の

関

心

は

高

ま

っ

て

い

く

」

と

強

調

し

た

。

　

ま

た

、

様

々

な

論

文

や

調

査

に

よ

る

と

、

「

研

修

」

や

「

人

事

施

策

の

束

」

（

様

々

な

人

事

施

策

の

組

み

合

わ

せ

）

は

財

務

成

果

と

正

の

相

関

が

あ

る

こ

と

や

、

「

従

業

員

ウ

ェ

ル

ビ

ー

イ

ン

グ

」

は

企

業

実

績

と

正

の

相

関

が

あ

る

こ

と

、

投

資

家

は

「

従

業

員

エ

ン

ゲ

ー

ジ

メ

ン

ト

」

へ

の

関

心

が

高

い

こ

と

も

指

摘

し

た

。

　

り

そ

な

ア

セ

ッ

ト

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

で

は

、

企

業

の

統

合

報

告

書

に

お

け

る

価

値

創

造

ス

ト

ー

リ

ー

を

生

み

出

す

基

盤

や

サ

イ

ク

ル

な

ど

を

、

価

値

観

（

パ

ー

パ

ス

、

ビ

ジ

ョ

ン

な

ど

）

、

ガ

バ

ナ

ン

ス

（

統

治

形

態

、

多

様

性

な

ど

）

、

ビ

ジ

ネ

ス

モ

デ

ル

（

経

営

環

境

の

分

析

、

戦

略

と

資

源

配

分

の

検

討

な

ど

）

、

Ｋ

Ｐ

Ｉ

の

４

項

目

で

評

価

し

て

、

「

Ａ

Ｉ

（

人

工

知

能

）

評

価

ス

コ

ア

」

を

算

出

す

る

統

合

報

告

評

価

を

行

っ

て

い

る

。

松

原

氏

は

、

「

こ

う

し

た

統

合

報

告

評

価

は

投

資

家

視

点

で

評

価

し

て

い

る

か

ら

こ

そ

意

味

が

あ

る

の

で

は

な

い

か

と

思

っ

て

い

る

。

こ

う

し

た

評

価

を

行

う

こ

と

を

通

じ

て

、

今

後

も

、

企

業

の

開

示

に

向

け

た

取

り

組

み

を

サ

ポ

ー

ト

し

て

い

き

た

い

」

と

述

べ

た

。


